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株主の皆様へ

株主の皆様には日頃より格別のご高配を
賜り、厚く御礼申し上げます。

当社は2024年3月31日をもちまして、
第76期（2023年4月1日から2024年3月
31日まで）を終了いたしましたので、ここに
当社グループの事業の概況につきまして
ご報告申し上げます。

代表取締役社長

Hanabusa Yuji
英　裕治

当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得
環境が改善する下で、各種政策の効果もあり緩やかな
回復が続くことが期待されますが、世界的な金融引締
めに伴う影響や中国経済の先行き懸念など、海外景気
の下振れが我が国の景気を下押しするリスクとなって
おります。また、物価上昇、中東地域をめぐる情勢、金
融資本市場の変動等の影響に十分注意する必要があ
ります。このような状況の中で当社グループは、音響
機器事業のうちハイエンドオーディオ機器事業は、次
世代アンプのラインナップ拡充と新規ターンテーブル
カテゴリーへの挑戦で更にブランド価値を高め、海外
市場を伸ばす事で堅実な成長路線を引き続き目指して
まいりました。プレミアムオーディオ機器事業は、引き
続き中高級機のReferenceシリーズの更なる強化と、
特色のあるアナログ製品や、すべてのカテゴリーにおい
て新製品が競合に比べ常に個性的な価値を持つ事を
目指し、収益とブランドイメージの向上に努めてまいり
ました。音楽制作・業務用オーディオ機器事業では、
業務用デジタルミキサーのワールドワイド展開により、
従来の録音再生機や各種周辺機器とともに、柔軟で質
の高いトータルシステムソリューションの提供を強みと
したBtoB事業の拡大に努めてまいりました。また、
BtoC事業においては、製品ポートフォリオの選択と集
中を進め、付加価値を明確に中高価格帯へ転換し、採

当期業績について 算性の向上と市場シェアの拡大を目指してまいりまし
た。情報機器事業においては、当社のコアコンピテン
スである「高度な記録と再生技術」をベースに計測、半
導体、医療、移動体の各分野において最先端技術を組
込んだ製品開発を行い、ニッチトップポジションの獲
得を進めてまいりました。今年度は、新製品の4Kメディ
カルレコーダーの国内外での拡販に加え、新型コロナ
感染症の５類への移行を機に、積極的な訪問営業に注
力するとともに、直接ユーザーの声を聞くことで、それ
を反映した新たな商品開発へつなげることを目指して
まいりました。
当連結会計年度におきましては、その他に区分する

産業用光ドライブ事業の縮小に加え前年度好調であっ
た半導体装置市場が需要減少する一方で、円安進行に
より原価が上昇、また人的資本やマーケティング活動
への投資を進めた事から、売上収益および営業利益は
前期と比較して減少しました。また、為替相場の変動
に伴い為替差損を2億2千2百万円計上した事により、
親会社の所有者に帰属する当期利益は前期と比較して
減少し損失となりました。この結果、当社グループの
連結会計年度の売上収益は156億7千2百万円（前期
比0.2％減）、営業利益は4億4千5百万円 （前期比
21.0％減）、親会社の所有者に帰属する当期損失5千
3百万円（前期親会社の所有者に帰属する当期利益
3億5百万円）となりました。
利益配分に関しては、2022年5月13日に開示いた

連結業績ハイライト （国際会計基準）

第74期 第75期 第76期
2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期

売 上 収 益 （百万円） 16,004 15,699 15,672
営 業 利 益 （百万円） 654 563 445
税 引 前 当 期 利 益 （百万円） 481 341 5
親会社の所有者に帰属する当期利益 （百万円） 392 305 △53
基 本 的 1 株 当 た り 当 期 利 益 （円） 13.60 10.60 △1.85
資 産 合 計 （百万円） 10,081 10,958 11,871
資 本 合 計 （百万円） 2,468 3,112 3,574

To Our Shareholders

しました「株主還元に関する基本的な方針」に記載の
通り、 中長期的な企業価値向上のために人材、技術開
発、ブランド価値向上等の成長投資に資金を投下し、
機動的な経営を可能にするための内部留保の適正な
水準を維持しつつ、株主の皆様への還元を最大化する
ことを株主還元の基本方針といたしました。当期の期
末配当につきましては、当事業年度において同方針で
配当再開の目安といたしました自己資本比率25%を
超えた事から当初の予想通り1株当たり1円となりまし
た。また、次期の配当につきましては、業績及び財務
状況の向上に努め上述の方針のもとで年間配当予想
を1株当たり1円（期末配当金）といたします。 

音響機器事業においては戦略製品の導入が成功し、
巣ごもり需要の反動減が発生した前期から急回復を遂
げましたが、情報機器事業においては半導体製造装置
向け需要の一巡に加え、エアライン各社にてエンター
テインメント機器への投資検討期間が想定以上に長
期化するなど、前期からの更なる成長には至りませんで 
した。その結果、コア事業の成長速度がその他事業の
終息速度に不足し、全社の売上収益は前期比横ばいに
留まっております。
当社が比較優位性を持つ製品の適宜価格改定と併

せ、期初発足の新事業体制の下、更なる戦略製品の導
入と事業領域の拡大により一層の収益力向上を目指し
ます。しかしながら、引き続きウクライナ危機や中東
問題ならびに紅海情勢悪化といった地政学的影響の
拡大の他に、2024年が世界的な選挙イヤーとなること
が 主要販売地域のインフレ圧力に拍車をかけるととも
に景気停滞を招き、スタグフレーション的環境に陥るリ
スクが懸念されます。また、当期に急速に進行したドル
高円安基調の逆転は時間を要するものと見込まれます。
株主の皆様におかれましては、今後ともより一層の

ご支援とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

次期の業績見通しについて
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売上収益 10,930百万円
（ 前期比 9.1%増 ）

セグメント営業利益 1,247百万円
（ 前期比 47.4%増 ）

売上収益 3,933百万円
（ 前期比 9.1%減 ）

セグメント営業利益 133百万円
（ 前期比 62.2%減 ） 

売上収益 809百万円
（ 前期比 40.0%減 ）

セグメント営業利益 47百万円
（ 前期比 81.5%減 ） 

音響機器事業 情報機器事業

その他事業

69.7% 25.1%

5.2% ● 計測機器  データレコーダー
     トランスデューサー

● 医用画像記録再生機器

● 航空機搭載用記録再生機器

● ソリューションビジネス

オリジナルブランド

売上収益

前期比0.2%減
15,672百万円

● EMS事業

● 産業用光ドライブ

● ハイエンドオーディオ機器

● プレミアムオーディオ機器

● 音楽制作・業務用オーディオ機器

オリジナルブランド

ハイエンドオーディオ機器（ESOTERICブランド）は、クロッ
クジェネレーター、デジタルプレーヤー、プリメインアンプの新
製品の上市と社内マスタリングのLPレコードを４タイトルリ
リースし堅調に推移しました。 インドア消費の落ち込みにより
国内市場が低調に推移しましたが、欧米での販売は好調に推移
した事から前期比で増収となりました。 

プレミアムオーディオ機器（TEACブランド）は、オリジナル
技術であるVRDSメカニズム搭載のCDプレーヤーなどを上
市し堅調に推移しました。中国の景気後退などを要因としたア
ジア地域での減収を国内市場の増収でカバーし、前期比で増収
となりました。 

音楽制作・業務用オーディオ機器（TASCAMブランド）は、
BtoB事業において、音響設備工事案件の需要増により主力録
音再生機の販売が堅調に推移したことに加え、当期より海外展
開した業務用ミキサーおよび近年需要が高まっているネット
ワーク関連機器などの販売が好調となりました。BtoC事業に
おいては、巣ごもり需要収束後も付加価値の高いクリエイター
向け主力商品が市場から高く評価され続けており、上市した新
製品効果も加わって好調な販売となりました。その結果、音楽
制作・業務用オーディオ機器全体では前期比で増収となりまし
た。 

計測機器は、データレコーダーにおいては、国内の各計測分
野の需要回復による受注増や、警察庁向け生体測定装置の大
型案件もあり、好調な推移となりました。センサーおよびデ
ジタル指示計においては、新たに開拓したリチウムイオン電
池製造装置向けの出荷が好調に推移したものの、コアとなる
半導体市場向けは需要回復の遅れにより低調だったことから、
計測機器全体では前期比で減収となりました。

医用画像記録再生機器は、4K手術画像記録用レコーダーが
国内・海外ともに好調に推移し、大手検査装置メーカーのオ
プション採用やその他OEM販売も始まりましたが、国内の消
化器内視鏡向けレコーダーと欧州のFull HD手術画像記録用
レコーダーの販売が減少し、全体としては前期比で減収とな
りました。

機内エンターテインメント機器は、新たな国内顧客を獲得
し、コンテンツ販売の本格化も進みましたが、海外顧客向けの
保守部品販売が前期で終了したことから、同部門では前期比
で減収となりました。

ソリューションビジネスは、ネットワーク・インフラの保
守や受託開発案件の積上げに加え、大規模PC案件も獲得し、
前期比で増収となりました。

セグメント別概況 Business Segment Overview
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要約連結持分変動計算書（2023年4月1日～2024年3月31日）

当期 前期
2024年

3月31日現在
2023年 

3月31日現在

■ 資産

流動資産 9,286 8,351

現金及び現金同等物 1,227 1,196

営業債権及び
その他の債権 3,517 2,925

棚卸資産 4,214 3,862

その他の流動資産 328 368

非流動資産 2,585 2,607

有形固定資産 2,211 2,233

無形資産 107 143

繰延税金資産 15 36

その他の金融資産 132 138

その他の非流動資産 119 57

資産合計 11,871 10,958

親会社の所有者に帰属する持分
非支配
持分

資本
合計資本金 資本 

剰余金
自己 
株式

利益 
剰余金

利益剰余金 
（ IFRS移行時の
累積換算差額 ）

その他の 
資本の 
構成要素

合計

当期首残高 3,500 11 △ 122 2,194 △ 3,430 959 3,112 ― 3,112
当期包括利益
当期利益 (△損失） △ 53 △ 53 △ 53
その他の包括利益 540 540 540

当期包括利益合計 ― ― ― △ 53 ― 540 487 ― 487
所有者との取引等
   配当金 △ 29 △ 29 △ 29
自己株式の取得 △ 0 △ 0 △ 0
その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替 66 △ 66 ― ―

その他の増減 4 4 4
所有者との取引等計 ― ― △ 0 41 ― △ 66 △ 25 ― △ 25
当期末残高 3,500 11 △ 122 2,181 △ 3,430 1,433 3,574 ― 3,574

当期 前期
2024年

3月31日現在
2023年 

3月31日現在

■ 負債
流動負債 5,434 5,316
社債及び借入金 2,110 2,042
リース負債 367 448
営業債務及びその他の債務 1,504 1,281
引当金 657 717
未払法人所得税 22 21
その他の流動負債 775 806
非流動負債 2,862 2,531
社債及び借入金 1,478 1,083
リース負債 792 685
長期未払金 511 689
引当金 44 43
繰延税金負債 17 19
その他の非流動負債 21 13
負債合計 8,297 7,847
■ 資本
親会社の所有者に帰属する持分合計 3,574 3,112
資本金 3,500 3,500
資本剰余金 11 11
自己株式 △ 122 △ 122
利益剰余金 2,181 2,194
利益剰余金 
（IFRS移行時の累積換算差額） △ 3,430 △ 3,430

その他の資本の構成要素 1,433 959
非支配持分 ― ―

資本合計 3,574 3,112
負債及び資本合計 11,871 10,958

当期 前期
2023年4月1日~
2024年3月31日

2022年4月1日~
2023年3月31日

営業活動による
　キャッシュ・フロー 116 294

投資活動による
　キャッシュ・フロー △ 106 △ 102

財務活動による
　キャッシュ・フロー △ 69 △ 333

現金及び現金同等物に
　係る換算差額 90 33

現金及び現金同等物の
　増減額（△は減少） 31 △ 108

現金及び現金同等物
　期首残高 1,196 1,304

現金及び現金同等物
　期末残高 1,227 1,196

当期 前期
2023年4月1日~
2024年3月31日

2022年4月1日~
2023年3月31日

売上収益 15,672 15,699
売上原価 8,665 8,830

売上総利益 7,007 6,869
販売費及び一般管理費 6,581 6,363
その他の損益 19 57

営業利益 445 563
金融収益 8 6
金融費用 448 228

税引前当期利益 5 341
法人所得税費用 58 36

当期利益 △ 53 305
当期利益の帰属先
親会社の所有者持分 △ 53 305
非支配持分 ― ―

要約連結キャッシュ・フロー計算書（単位 :百万円）要約連結財政状態計算書 （単位 :百万円） 要約連結損益計算書 （単位 :百万円） （単位 :百万円）

※連結財務諸表の記載金額は百万円未満を四捨五入して表示しております。

連結財務諸表 （国際会計基準） Consolidated Financial Statements

現金及び現金同等物の増加31百万
円、営業債権及びその他の債権の増
加 592百万円、棚卸資産の増加
352百万円、無形資産の減少36百
万円となり、前期末と比較し912百
万円増加となりました。

社債及び借入金の増加463百万
円、営業債務及びその他の債務
の増加223百万円、長期未払金 
の減少178百万円となり、前期末
と比較し、450百万円増加となり
ました。

＜ 資産合計 ＞ ＜ 負債合計 ＞ ＜ 売上収益・営業利益 ＞ 
その他に区分する産業用光ドライブ事業の縮小に加え前
年度好調であった半導体装置市場が需要減少する一方
で、円安進行により原価が上昇、また人的資本やマーケテ
ィング活動への投資を進めた事から、前期と比較し売上
収益は0.2％減少、営業利益は、21.0％減少となりました。

＜ 営業活動によるキャッシュ・フロー ＞ ＜ 財務活動によるキャッシュ・フロー ＞ 
当期における主な内訳は、プラス要因とし
て、減価償却費及び償却費486百万円、金
融収益及び金融費用373百万円、マイナス
要因として、営業債権及びその他の債権の
増加402百万円、長期未払金の減少322
百万円であります。

当期における主な内訳は、プラス要因とし
て、長期借入れによる収入1,400百万円、
マイナス要因としては、短期借入金純増減
額504百万円、長期借入金の返済による支
出476百万円、リース負債の返済による支
出 367百万円であります。

連結財政状態計算書Point 1 連結損益計算書Point 2 連結キャッシュ・フロー計算書Point 3

（単位:百万円）
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単体財務諸表 （日本基準） Non-Consolidated Financial Statements

株主資本
純資産
合　計資 本 金

資本剰余金 利益剰余金
自己株式 株主資本

合　計その他
資本剰余金 利益準備金

その他利益剰余金 利益剰余金 
合計繰越利益剰余金

当期首残高 3,500 54 ― 898 898 △ 122 4,330 4,330
当期変動額
剰余金の配当 △ 29 △ 29 △ 29 △ 29
利益準備金の積立 3 △ 3 ― ― ―
当期純損失 △ 180 △ 180 △ 180 △ 180
自己株式の取得 △ 0 △ 0 △ 0
当期変動額合計 ― ― 3 △ 211 △ 209 △ 0 △ 209 △ 209
当期末残高 3,500 54 3 687 689 △ 122 4,122 4,122
※単体財務諸表の記載金額は百万円未満を切り捨てて、表示しております。

要約貸借対照表

要約株主資本等変動計算書

要約損益計算書

当期
2024年

3月31日現在

■ 資産の部

流動資産 5,187
現金及び預金 555
受取手形 510
売掛金 1,529
商品 1,100
原材料 790
前払費用 149
関係会社短期貸付金 53
未収入金 323
リース債権 110
その他 65
貸倒引当金 △ 0
固定資産 6,491
有形固定資産 1,482
無形固定資産 62
投資その他の資産 4,946
繰延資産 8

資産合計 11,685

当期
2023年4月1日～
2024年3月31日

売上高 10,620

売上原価 6,561

売上総利益 4,059

販売費及び一般管理費 3,994

営業利益 65

営業外収益 146

営業外費用 454

経常損失 △ 244

税引前当期純損失 △ 244

法人税、住民税及び事業税 △ 64

当期純損失 △ 180

当期
2024年

3月31日現在

■ 負債の部
流動負債 5,606
支払手形 317
買掛金 393
短期借入金 1,200
関係会社短期借入金 2,042
1年内返済予定の長期借入金 549
1年内償還予定の社債 100
リース債務 59
未払金 423
未払費用 135
未払法人税等 55
前受収益 22
前受金 16
預り金 16
賞与引当金 149
製品保証引当金 32
未払消費税等 59
その他 39
固定負債 1,958
負債合計 7,563
■ 純資産の部
株主資本 4,122
資本金 3,500
資本剰余金 54
利益剰余金 689
自己株式 △ 122
純資産合計 4,122
負債及び純資産合計 11,685

（単位 :百万円）（単位 :百万円） （単位:百万円）

（単位:百万円）（2023年4月1日～2024年3月31日）



6第76期　報告書

トピックス   Topics 2024

Referenceシリーズ CDプレーヤー

VRDS-701

Grandiosoシリーズ

Grandioso P1X SE
Grandioso K1X SE
Grandioso D1X SE

『PortaStream™ 』は航空機搭載用に開発された
小型軽量の電池駆動式ポータブルストリーミン
グサーバーです。機内の任意の場所に設置し、ワ
イヤレス通信を利用して乗客のPC/タブレット /
スマートフォンなどの携帯端末にコンテンツ配
信を行います。

『PortaStream™ 』の第2世代として2024年2月
より発売となった『PS-V50 GEN2』は、Wi-Fi6
採用による通信の高速化、バッテリーのホットス
ワップによる長時間連続稼働、LTE・USB・
LAN等の外部インターフェイス機能の強化、オー
プンプラットフォームによるサードパーティの
追加開発の簡便化等、初代『PS-V50』の課題を
解決しエアラインの現場担当者ばかりでなく、乗
客の使い易さをも実現した製品となります。

また、欧州をはじめ世界各国の航空会社へ数多く
の導入実績を持つフランスのシステム・インテ
グレーター PXCom社と業務提携を行い、彼ら
の IFECプラットフォームシステムの搭載用サー
バーとして採用されました。今後も同様のシス
テム・インテグレーターのパートナー開拓に注
力し、海外市場における『PS-V50 GEN2』の拡
販に取り組んでいきます。

イギリスで編集され世界各国でローカライズ版
を出版する世界的なオーディオ誌・What Hi-
Fi?誌において、CDプレーヤー 『VRDS-701』
が最高位の5スターを獲得しました。TEAC製
品がWhat HiFiにおいて5スターを獲得するの
は、史上初めての事です。（ESOTERIC 初代
『K-05』が2014年に獲得したことは除く、そし
て最新モデルの『K-05XD』も4月には5スター
を獲得いたしました。）

『VRDS-701』は他にもオーディオ専門雑誌、
WEBマガジンにおいて世界各地で数多くの賞
を受賞しております。

『VRDS-701』は、新開発のVRDSメカニズム
とTEACオリジナルディスクリートDACを搭
載したCDプレーヤーです。VRDSはCDを同
径のアルミニウム製ターンテーブルでクランピ
ングし、慣性質量を増大させることで回転振動
や不要振動を低減させる、TEAC独自のCDド
ライブメカニズムです。また、音質の要となる
DAC部には、汎用DAC ICを使わず、独自のア
ルゴリズムを盛り込んだディスクリート回路で
校正した、TEAC ΔΣディスクリートDACを搭
載しました。

独自の進化を続けるESOTERICのフラグシッ
プ、Grandiosoデジタルプレーヤーに更なる高
音質を追求したSEモデルが登場。

ESOTERICの名声とプレステージを支えてきた
卓越の音響エンジニアリング、 コストにとらわれ
ない膨大な物量投入、「ミュージアム・クオリ
ティー」のクラフツマンシップ、そして音楽を再
生するにふさわしい美しいデザイン。このよう
なブランドが定める高いクオリティーレベルを
最高まで極めた各プロダクトカテゴリーのトッ
プモデルがGrandiosoです。

Grandiosoは、伝説的なスーパーオーディオCD
トランスポートメカニズム「VRDS-ATLAS」、独
自のディスクリート回路で構成された「Master 
Sound Discrete DAC」や「Master Sound 
Discrete Clock」など、独自性の高い数々の技
術革新をハイエンドオーディオの世界にもたら
してきました。

そして、新しいディスクリート・クロック技術と
DACのアナログ部のアップグレードを主軸とし
た、SEモデルがここに登場しました。

小規模空間向け 多用途 /多機能ミキシングアンプ

MA-BT240

ポータブルストリーミングサーバー

PortaStream™
PS-V50 GEN2

『MA-BT240』は小規模空間向け、多用途 /多機
能のClass-Dミキシングアンプです。従来の録
音・再生機とミキサーに加えミキシングアンプ
がラインナップされ、更に柔軟な設備音響システ
ムの構築が可能になりました。

2ライン入力、1マイク /ライン入力、Bluetooth
レシーバーを搭載。ハイ・ローインピーダンス
両方に対応し、マイク /ライン入力、ダッキング機
能など豊富な機能を備えており、小売店、レスト
ラン、カフェなどの商用スペースに適したミキシ
ングアンプです。

また、MIC/LINE入力はアナウンス時に他の入力
をミュートするページング機能にも対応してお
り、呼び出し放送や業務連絡など学校や企業への
導入にも対応します。

コンパクトな1Uハーフラックサイズで棚や机へ
の据え置きだけでなく、別売のラックマウント
キット『AK-RM05』などを使用して19インチ
ラックへの設置も可能です。
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会社の概要

商　　号

 
本　　社

 
設　　立

資 本 金
事業年度

代 表 者
従業員数

ティアック株式会社

（TEAC CORPORATION） 
〒206-8530
東京都多摩市落合一丁目47番地
1953年8月26日
35億円
4月1日～翌年3月31日
代表取締役社長　英　裕治

単体 222名　連結 571名

役員 （2024年6月21日現在）

代表取締役社長

取　　 締　　 役
取　　 締　　 役
取締役 (監査等委員 )
取締役 (監査等委員 )
取締役 (監査等委員 )

英　　　 裕　治
倉 原  良 弘
金 子  靖 代
林　　  健 二
原　　　 琢　己
坂　口　 洋　二

株主メモ

単元未満株式 (100株に満たない株式 )の買取請求のご案内

大株主

事 業 年 度
配当金受領株主確定日
単 元 株 式 数
定 時 株 主 総 会
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先

上 場 証 券 取 引 所
公 告 の 方 法
公 告 掲 載 URL

4月1日～翌年3月31日  
3月31日
100株
毎年6月   

三菱UFJ信託銀行株式会社  

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日網町1-1   
TEL  0120-232-711  （通話料無料）  
（郵送先）〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号 
東京証券取引所 スタンダード市場
電子公告により行う。

1.各種お手続きのお問合せ窓口について

単元未満株式 (100株に満たない株式 )については、「単元未満株式の買取請求」により、
当社に売却をしていただくことができます。
当社は、単元未満株式の買取請求に係る当社手数料を無料（注）としておりますので、本
制度のご利用をご検討くださいますようご案内申し上げます。

2.特別口座に記録された株式に関する
   各種お手続きについて
特別口座に記録された株式に関する各種お
手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が
口座管理機関となっておりますので、左記特
別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）
にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀
行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

株主様の住所変更、買取請求その他各種お手
続きにつきましては、原則、口座を開設され
ている口座管理機関（証券会社等）で承るこ
ととなっております。口座を開設されてい
る証券会社等にお問合せください。株主名
簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱
いできませんのでご注意ください。

お取引のある証券会社等にお問合せください。

特別口座の口座管理機関である三菱UFJ信託
銀行株式会社　証券代行部（TEL 0120-232-
711＜通話料無料＞）にお問合せください。

株式所有者別状況 株式所有数別状況

【株式事務に関するご案内】

　単元未満株式をご所有の株主様へ

https://www.teac.co.jp/about/jp/koukoku	 	
（ただし、やむを得ない事由により、電子公告によること	
	ができない場合は、日本経済新聞に公告します。）

株式の状況

発行可能株式総数  … 40,000,000株

発行済株式の総数  … 28,804,424株

株主数  ………………………15,586名
（自己株式127,289株を除く）

   株　　主　　名 持株数 出資比率
（千株） （%）

山下　良久 1,166 4.05 

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口） 1,031 3.58 

松尾　博 778 2.70 

力丸　米雄 711 2.47 

THE BANK OF NEW YORK 
MELLON 140040 562 1.95 

荒井　三ノ進 460 1.60 

勝山　隆一朗 400 1.39 

安藤　収 355 1.23 

ティアック社員持株会 328 1.14 

原田　始 299 1.04 

（上位10名）

ティアック株式会社

 本社  ［ 東京都 ］

 EMCセンター ［ 埼玉県 ］

 大阪営業所 ［ 大阪府 ］

 名古屋営業所  ［ 愛知県 ］

ティアック マニュファクチャリング ソリューションズ
株式会社  ［ 東京都 ］

ティアックカスタマーソリューションズ株式会社 
  ［ 埼玉県 ］

ティアックシステムソリューションズ株式会社 
  ［ 東京都 ］

TEAC AMERICA, INC.  ［ 米国 ］

TEAC EUROPE GmbH  ［ ドイツ ］

TEAC UK LTD.  ［ 英国 ］

TEAC SALES & TRADING (ShenZhen) CO., LTD.  

  ［ 中国 ］

TEAC AUDIO (CHINA) CO., LTD.  ［ 香港 ］

DONGGUAN TEAC ELECTRONICS CO., LTD.
  ［ 中国 ］

● 海外拠点

〒206-8530　東京都多摩市落合一丁目47番地
TEL 042-356-9100（代表）

ホームページアドレス　https://www.teac.co.jp/jp/■ 仕様及び外観は改善のため予告なく変更することがあります。　■ 製品の色は、撮影や印刷の関係で実際の色と異なって見えることがあります。　■ 記載されている会社名、製品名、ロゴマークは各社の商標または登録商標です。

※ 持株数は表示単位未満を、出資比率は小数点第 3位を四捨五入 
    して表示しております。
※ 持株比率は、自己株式（127,289株）を控除して計算しております。

（注） 無料となる手数料は当社に係る手数料です。証券会社等において取次手数料等がかか
る場合もあります。

例 :
株主様が10株を
ご所有の場合

株主様
（ 10株 ご所有 ）

株主様
（ 0株 ）ティアック

買取代金支払い

10株 譲渡
10株 買取請求

61名　4.29％

15,383名　85.65％

31名　3.03％ 9,261名　6.94％

101名　1.92％

10名　5.11％

373名　25.19％

3,321名　0.26％
外国法人等金融商品取引業者 1百株以上1千株未満

その他の法人

金融機関

1万株以上5万株未満

1百株未満

個人その他

会社概要・株式概要（2024年3月31日現在） Corporate Information / Stock Information

● 証券会社等の口座でご所有の株主様

● 特別口座でご所有の株主様
    （証券会社等にお取引口座がない株主様）

2,550名　21.96％
1千株以上1万株未満

81名　45.65％
5万株以上

● 国内拠点（2024年6月21日現在）

（2024年6月21日現在）


